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呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るazithromycinの 臨 床 的 検 討

大泉耕太郎 ・力丸 徹 ・末安禎子

久留米大学医学部第一内科*

新 しいアザ ライ ド系抗生物質azithromycin 250mgま たは500mgを1日1回,3日 間,呼 吸器感

染症患者4例(咽 喉頭炎+急 性気管支炎1例,急 性気管支炎1例,扁 桃炎1例,急 性肺炎1例)に 投

与 し,臨 床効果,安 全性 について検討 した。その結果,著 効2例,有 効2例 であった。細菌学

的効果では1例 か らHaemophilus influenzaeが起炎菌 として分離 され,消 失 した。副作用はみ ら

れなかったが,1例 にGPTの 軽度上昇が認め られた。
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Azithromycin(AZM)は ファイザー社で開発 された新 し

いアザライ ド系抗生物質 で,erythromycin(EM)の ラク

トン環の9a位 にN-メ チル基 を導入 した15員 環の構造 を

有するため,EMに 比べ酸 に対 して安定 であ り1),各 種

動物 における経 口投与で高 い吸収性 を示 した2)。また,

本剤の組織内濃度は血中 よりも高 くなるという特徴があ

り,血 中濃 度に比ベ ラ ッ ト肺臓組織濃度は30.8倍 に達

し2),ま た ヒ ト喀痰中濃度 において も79倍 高い3)との報

告があ り,こ の高い組織内濃度は投与終了後数 日間持続

する2,3)などの特徴 も有 している。

今回我々は,呼 吸器感染症4例 に本剤 を使用 し,そ の

有効性お よび安全性 を評価 したので報告する。

対象 は,平 成4年11月 より平成5年6月 迄の間に当大学

第一内科を受診 し,本 試験参加 について同意の得 られた

患者 を対象 とした。

疾患 の内訳 は咽喉頭炎+急 性気管支炎1例,急 性気管

支炎1例,扁 桃炎1例,急 性肺炎1例 であった(Table 1)。

以下,各 症例 について概略を示す。

症例1:49歳,男 性,咽 喉頭炎+急 性気管支炎

平成5年6月 初旬,咽 頭痛,咳 嗽が出現 したため,当

科を受診 した。咽喉頭炎+急 性気管支炎と診断 し,本 剤

250mgを3日 間投与 したところ,投 与開始3日 後に咳嗽,

喀痰の消失,白 血球数5700/mm3と 正常化 し,7日 後 に

CRPが 陰性化 したため有効 と判定 した。

症例2:16歳,女 性,急 性気管支炎

平成4年11月24日 よ り咽頭痛出現。翌 日より咳嗽,喀

痰,発 熱な どの症状 が持続するため11月27日 に当科 を

受診 した。炎 症 反応 所見 で 白血球 数9200/mm3,CRP

4.61mg/dlを 示 したことか ら,急 性気管支炎 と診断 し,

本剤250mgを3日 間投与 した。その結果,投 与開始3日

後解 熱,咳 嗽 の消失 を認 め,6日 後 まで に白血球 数

7000/mm3,赤 沈7mm/h,CRPが 陰性化 した。投与前に咽

頭粘液 より分離 されたHaemophilus influenzaeは本剤投与

によ り消失 した。 よって著効 と判定 した。

症例3:23歳,男 性,扁 桃炎

平成5年3月3日 より咽頭痛,発 熱が出現 し,市 販薬を

内服 したが改善 しないため,3月5日 当科 を受診。診察

時の体温 は38.0℃,白 血球数15500/mm3,CRP 5.09mg/

dlで粘膿性の喀痰 を伴い咽頭痛+で,扁 桃炎 と診断 し

た。本剤250mgを3日 間投与 したところ,投 与 開始4日

後迄 に解熱,喀 痰および咽頭痛の消失,白 血球数7600/

mm3と な り,7日 後 にはCRPが 陰性化 したため,有 効 と

判定 した。

症例4:80歳,男 性,急 性肺炎

平成3年12月 より平成4年5月 まで肺結核で入 院治療

し,以 後外来にて経過観察中であったが,同 年12月1日

より悪寒,38℃ 以上の発熱をきた したため,12月4日 よ

り入院治療 となった。胸部X線 像 で肺炎像 を認め,胸 部

ラ音を聴取 し,膿 性痰が出現 したため,急 性肺炎 と診断

し,本 剤500mgを3日 間投与 した。その結果,投 与3日

後に胸部ラ音 の消失,肺 炎像の改善,赤 沈,CRPの 減少

が認め られ,5日 後 には喀痰 も消失 したため著効 と判定

した。

今回,呼 吸器感染症4例 に本剤 を投与す る機会を得,

著効2例,有 効2例 と良好 な成績 を得 た。細菌学的 には

H.influenzaeが 分離されたが,本 剤投与により消失 した。

安全性 については副作用は全例で認め られず問題ない

と考 えられた。臨床検査値の異常は,症 例3でGPTの 軽

度上昇(22→66U/1)が み られた(Table 2)。

AZMは グラム陽性菌 か らMoraxella catarrhalis,H.in-

fluenzae等の グラム陰性菌に対 して も十分 な抗菌力 を有

し,Legionella,Chlamydia,Mycoplasmaに 対 して も抗菌活

性 を発揮 する4,5)。今 回分離 された菌 はH.influenzae 1株

のみであったが,本 剤投与により除菌 された。

以上,呼 吸器感染症4例 にAZM 1日1回250mgま たは

500mgを3日 間経 口投与す ることによ り,著 効2例,有
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Table 1. Therapeutic effects of azithromycin on respiratory tract infections

NF: normal flora *: emergency test result BT: body temperature

P: purulent PM: mucopurulent M: mucoid

Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

before

after

効2例 と優 れた成績が得 られた。1日1回,3日 間投与 と

いう短期療法でこのように優れた臨床効果 を発揮するこ

とから,患 者のcomplianceの 点で も有用性の高い薬剤で

あると考えられる。
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Evaluation of therapeutic efficacy of azithromycin

for respiratory tract infections
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We evaluated the therapeutic efficacy of azithromycin (AZM), a new derivative of the azalide

antibiotics, for respiratory tract infections (RTIs). Four patients were enrolled in this clinical study, one

patient each having any of the following RTIs: pharyngolaryngitis+ acute bronchitis, acute bronchitis,
tonsillitis or acute pneumonia. They were treated with oral administration of AZM at a dose of 250mg or

500mg once a day for three days.

Clinical response was excellent in one patient each with acute bronchitis and acute pneumonia and was

good in two other patients, one with pharyngolaryngitis+ acute bronchitis and the other with tonsillitis.
Haemophilus influenzae was recovered from the pharyngeal swab of a patient with acute bronchitis and

was eradicated by the treatment with AZM. None of the patients manifested adverse reactions attributable

to the drug. A mild elevation of serum GPT was observed in one patient. From the present clinical

experience, it was concluded that AZM is an efficacious and safe drug for the treatment of acute RTI.


